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研究成果の概要（和文）：東京藝術大学が所蔵する芸術資料のうち自画像と優秀卒業制作品から、時間を計測基
準にした新たな芸術作品106点を選定。作品群の素材や構成、保存状態、再生（表示）および展示可否など詳細
な調査をおこない、必要に応じて媒体移行を実施した。平成30年度には成果発表として、東京藝術大学大学美術
館にて、展覧会「芸術(アート)の保存・修復 －未来への遺産」を開催。展覧会記録を含めた論考集としてカタ
ログ『芸術の保存・修復 －未来への遺産』を発行し、研究成果を一般に公開した。

研究成果の概要（英文）：We selected 106 time-based media artworks from self-portraits and graduation
 works by Tokyo University of the Arts. We conducted a detailed survey of the material, composition,
 condition, and whether or not it was displayed, and carried out media migration as necessary. 
An exhibition planed by us was held in the University Art Museum as research result presentation. A 
catalog was published as a collection of articles including exhibition records, and the research 
results were made public.

研究分野：文化財、美術、芸術の保存、修復、継承
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の発表として、最先端の文化財複製（クローン文化財）や、仏像の3D原型を、模写や模造、文化財修理
と同じ文脈で扱う試みを実施。東京藝術大学が収蔵する卒業制作や自画像を、芸術の保存や修復に関する視点か
ら選定し、掛軸や木彫、ヴィデオやテレビ、デジタルメディアなど様々な媒体を用いた作品およそ90点を展覧会
場に並べた。現代の芸術における保存修復をめぐる諸問題を、文化財保存の事例を参照し考察し、現代の作品実
態に即した新たな文化財保存修復の分野再編を促した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在、世界中の美術館には、美術、音楽、映像、身体表現等が融合し、ものとしての単一性、
独立性を有していない新たな芸術作品が数多く収蔵されている。フィルムやヴィデオ、コンピ
ュータ・アート、メディア・アート、インスタレーション、パフォーマンス等の様々な表現形
態を含むそれら新たな芸術作品は、伝統的な芸術作品の計測基準が寸法であることに対して、
時間を計測基準にしたタイム・ベースド・メディアとして欧米を中心に定義されている。その
多くに用いられている新しいメディアは日進月歩のテクノロジーに影響を受けやすく、時代を
超えて新たなメディアへの移転を含めた長期的な保存計画と修復理念の構築は喫緊の課題であ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は、東京藝術大学が収蔵する卒業制作品のうち、時間を計測基準にした新たな芸術作品
（メディア・アート、インスタレーション等）の悉皆調査、長期保存計画、および新たな作品
制作、展示を一貫して実施し、代替メディアへの移行を含めた体系的な保存・修復理念の確立
を目指すものである。 
 
３．研究の方法 
１）時間を計測基準にした新たな芸術作品の保存調査方法の確立 
東京藝術大学が収蔵する卒業制作品を対象に、時間を計測基準にした新たな芸術作品を悉皆調
査し、保存状態の確認およびトリアージ（修復優先度選別）をおこない、伝統的な作品状態調
査をもとに現代的な芸術作品に対応できる新たな保存調査方法を確立する。 
 
２）長期保存、修復計画の立案 
文化財保存の専門家、アーティスト、キュレーター、アーキヴィスト、コンサバターと、展示
設営を担うインストーラー、テクニシャンが協働して、ものとしての独立性を有していない、
保存や修復が最も困難であると考えられる、時間を計測基準にした新たな芸術作品を検討し、
検証サンプルとして新規に制作する。また、制作過程から作品の収蔵、保存、修復に何が必要
かを考察。展覧会を通じて作品から得られる体験が保存されているかを検証し、時間を計測基
準にした新たな芸術作品の物質的、概念的同一性が保存される手法の確立を目指す。 
 
４．研究成果 
研究期間全体を通じて、東京藝術大学が所蔵する芸術資料のうち自画像と優秀卒業制作品から、
時間を計測基準にした新たな芸術作品 106 点を選定。作品群の素材や構成、保存状態、再生（表
示）および展示可否など詳細な調査をおこない、必要に応じて媒体移行を実施した。 
平成 30 年度には展覧会形式での成果発表に向けて、展覧会概要および展示作品の選定、作品の
新規制作と長期保存と修復理念の構築を進め、平成 30 年 10 月 2日（火）から 10 月 18 日（木）
まで東京藝術大学大学美術館にて、展覧会「芸術(アート)の保存・修復 －未来への遺産」を開
催。 
東京藝術大学の卒業制作や自画像を、芸術の保存や修復に関する視点から選定し、掛軸や木彫、
ヴィデオやテレビ、デジタルメディアなど様々な媒体を用いた作品およそ 90 点を会場に並べ、
最先端の文化財複製（クローン文化財）や、仏像の 3D 原型を、模写や模造、文化財修理と同じ
文脈で扱う試みを実施。現代の芸術における保存修復をめぐる諸問題を、文化財保存の事例を
参照し考察した。また、展覧会記録を含めた論考集としてカタログを発行し、研究成果を一般
に公開した。 
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